


















































































































いま、 所在の判明する三十六本の鈔本 （ 「まだ見ぬ鈔本 『論
語義疏』 （一） 」を参照されたい）と比べてみると、毎半葉
八行、毎行二十字であり、第二巻八佾「子曰はく射は皮を主とせず」の条、 馬融注の「射に五善有り」の下、 及び「熊虎豹の皮を以て之を為る」の下 邢疏の文を引いて俱に「裏云」の字を冠する は 上原本 みである。但し、上原本には第一巻末に「知寺真慶」の題字はないので、弘前星野某蔵本とは別の鈔本である。 「知寺真慶」の「知寺」とは、寺院の雑事や庶務をつかさどる「知事」のことであろうが、「真慶」とは誰のことかわからない。邢疏の文を引いて
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と見える。ここから奈佐勝皐は、ヲコト点の附いた三百年あまり前の鈔本一通、荻生徂徠の弟子の平子彬（ 六八九―一七五六） 、すなわち三浦竹渓（名義質）が写した一通、さらに、知人から借りた文明十四年（一四八二 の奥書のある一通、合計三本 を所有していたことがわかる。　
このうち、文明十四年の奥書のある鈔本は国会図書本で

































































どあることが知られた。所在 判明して る三十六本と重複がないように注意を払ったが、それでも情報量が ない
鈔本は、あるいは現在目睹し得るものと同一の鈔本である可能性も皆無とはいえない。また、二十七本の中でさえ同じ鈔本があるかも知れないのである。　
三十六本は盈進斎本と市島本を除き、みな邢昺の疏が書
き加えられている。邢疏のな 二本も、江戸後期の筆写であり、邢疏を省いて写した のと思われる。　
いずれの日か、邢疏の無い旧鈔祖本『論語義疏』が出現
すること祈って、一旦筆を擱くことにする。
　　　　　　
（かげやま
　
てるくに・実践女子大学教授）
